
室戸ジオパーク推進チーム活動

シェアサイクルがスタートしました！

2021年12月25日から、室戸市内の一部の観光拠
点施設で自転車の貸出し・返却が可能になりまし
た。ジオパークセンターから岬方面は急な傾斜も
少なく、晴れた日には最高の景色が楽しめます。
利用可能な観光拠点施設は以下の3か所です。

〇室戸世界ジオパークセンター
〇シレストむろと
〇室戸市観光協会

※詳しくはQRコード、又は室戸ジオパーク
推進協議会ホームページからご確認ください。

まもるチームでは、「室戸しおかぜサ
ボテン」プロジェクトとして、室戸岬の
在来植物を保全するため、外来種であり
繁殖力の強さが懸念されているウチワサ
ボテンを、ペット飼料として販売する取
り組みを行っています。高知県環境活動
支援センターえこらぼ主催の、令和３年
度ふるさとのいのちをつなぐ こうちプ
ラン大賞では、生物多様性の保全と持続
可能な利用に資する今後の発展が期待さ
れるとして、この取り組みの発表
「PROJECT ウチワサボテン」が奨励賞を
受賞しました。

まもる

かせぐチームでは、ジオパークの理念
の下、人と自然の繋がりを伝えられるよ
うなツアーの開発を行っています。長期
滞在型の高額なパッケージ商品の開発を
目指して、定期的にミーティングを行い、
情報交換や意見出しを行っています。
メンバーは飲食業や宿泊業の関係者が

多く、連携し合いながら活動しています。

かせぐ

まなぶ

まなぶチームでは、活用されていない
体育館の床に大きな日本地図を設置する
という構想が、チーム活動全体会で提案
されました。全国のジオパークや地質を
理解することで、室戸ジオパークが地球全
体の中のひとつであることを学べる場所づ
くりを目指しています。

ひろめるチームでは、皆のジオパーク
活動を広報やSNS、新聞などで発信して
きました。室戸ジオパーク世界認定10周
年記念イベントのフォトコンテストや、
受賞作品の切手販売。年末に行われた、
もてなすチーム主催の企画展『室戸の10
人の踊り手』について情報発信を行いま
した。

ひろめる

室戸ジオパークセンターにて、11月、
12月と企画展『室戸の10人の踊り手』
を開催。チームのメンバーで、室戸市
内に数ある踊りの中から候補をあげ、
「10人の踊り手」を取材しました。

2020年、2021年と新型コロナウイル
スの流行により、各地の踊りが中止や
規模縮小に追い込まれました。年々踊
り手が減っていく中、地域伝統の踊り
を継承してきた10名の方々が、今、何
を感じているのか、心境をお伺いしま
した。

企画展では、地域おこし協力隊の遠
枝澄人さんが撮影、編集した映像を上
映。取材時の象徴的な語りを、多田写
真館さん撮影の肖像写真と合わせてパ
ネル展示しました。
展示期間中に開催された体験イベント
では30名以上が集まり、生の口説きで
盆踊りを体験しました。
取材した10の踊りのうち2つは数年前

から実施できていません。人口減少が
続くこの室戸で、各地区の伝統を何ら
かの形で残したいという地域の人の思
いが詰まった展示となりました。

インタビュー映像は、現在もジオ
パークセンター2Fにて上映中です。
室戸ジオパークYouTubeチャンネルで

もご覧いただけます。

もてなす

←YouTubeへはここから！

2020年末から始まった環境防災学習ですが、すでに多くの
学校が利用してくれています。地震や津波による災害・防災
について学ぶ座学、室戸岬でのガイド体験、都呂津波避難
シェルターの見学の3つを合わせた教育プログラムです。
新しく購入した地震発生のプロセスを説明するための教材

は、実際に利用者が手で触って操作できるものです。そこに
地球科学の専門員の解説が加わるので、これまで以上に理解
が深めることができます。今後室戸市内の小中高校でのジオ
パーク学習でどんどん活用していきます。

※教材は（一社）四国クリエイト協会の助成事業によって購入されました

地震発生のプロセスがわかる装置を新しく導入しました

『吉良川の町家雛まつり』中止

2022年3月に予定されていた「吉良川の町家雛まつり」は、
コロナウイルス感染拡大の影響を受けて中止となりました。
吉良川の町並みの各家に飾られる個性豊かな雛人形はとても

趣深く、楽しみにされていた方も多いのではないかと思います。
お祭りは中止となりましたが、吉良川まちなみ館、おまつり

館、べっぴんさんの家では雛人形を飾る予定ですので、ぜひ足
をお運びください。

室戸高校では、1年をかけ地域資源を発見し、それをどう地域発展
のために活用するかを探究する「ジオパーク学」という授業を行って
います。その成果発表会が2月14日、室戸世界ジオパークセンターで
開催されました。
今年度は「椎名の漁業」「吉良川の活性化」「障がい者向けガイド

ツアー」の3テーマについて、地域の方々に協力をお願いしながら完
成させた成果を発表しました。
発表会後には、同じく授業内で取り組んだ「すべらない砂甲子園」

準優勝の表彰式も行われました。

2021年度 室戸高校 ジオパーク学成果発表会

コロナの状況が落ち着いている時期に開催された
かせぐチームでの交流会の様子


